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豊田市では
，厂入管法」改正以来ニューカマー
と呼ばれる日系ブラジル人
，日系ペルー入ら出稼
ぎ労働者の流入が著しく増加してきた
。特に保見
団地では3000人を超すブラジル人が住居をともに
しており
，日本全国を見ても稀な集地域なっ
ている
。ところが，日系ブラジル人のこの集住に
よって
，保見団地では日系ブラジル人と地域住民
との間でさまざまな問題が起こり確執が生じてい
る
。このようななか，企業城下町としての性格を
有する豊田市において
，今後生活の質を高め，下
請企業を支える日系ブラジル人との共生は欠くこ
とのできないものとなっている。
しかし
，多文化共生社会の創造を図るうえで，
学習者が匚内なる国際化
」を進め「‾同化と排除」
という隠された文化システムに気づき
，是正する
態度を形成し
，日本国内で生活する人々の行為，
考え方
，習慣などを共感的，実感的に理解するこ
とが可能な教材が必要である。
そこで
，本研究では，日系ブラジル人（外国人
労働者）に対する偏見や恐れの克服
，多面的な視
野の育成（多文化社会のジレンマ構造の認知）と共生に向けて公正な意思決定が可能な教材を開発
する。
Ｈ。多文化共生に関する教材開発の視点
１
．現代社会における多文化共生に関する視点
定住外国人との共生社会の創造を図るには
，次
の３条件が成立していることが重要な観点であ
る1)
。第１に異文化に対する相互理解がなされて
いること。第２に異文化の人たちにマジョリティ
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と同等な生活条件が補償されていること
。第３に
住民としての社会参加が認められていること
。し
かし
，オールドカマー，ニューカマーへのマジョ
リティ側の対応には
，そのいずれの条件も加味さ
れていないのである
。そこで，現代社会における
多文化共生に関する視点として，次の２つを設定
する。
視点①匚内なる国際化」をすすめ，匚同化と
排除」という隠された文化システムを
是正していくこと。
視点②日本国内で生活する人々に対して
，平
等に人権を享受する権利がある「‾住民」であるという認識を育てること。
２。多文化共生の教育理論に関する視点
多文化共生の教育理論に関する視点では
，他民
族
・異文化間共存を課題とした教育ある多文
化教育
，国際教育，民族教育，異文化間教育をそ
れぞれ検討した
。それにより，定住外国人との共
生を図る教材開発の視点を育むには
，次の２点か
ら多文化教育が最も適していることが明らかとなっ
た
。第１は，領域を一国内におき，統合という視
点を有し
，マイノリティとマジョリティの共存，
共生を中心課題としている点
。第２に，教育を行
う際
，ひとりひりの背景や生活基盤を無視して
は成り立たないという根本原理を重視している点
。
また
，多文化教育における共生を図る教材開発
の視点として，次の２つを設定する。
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視曵①教育を行う際，ひとりひとりの背景や
生活基盤を無視しては成り立だない根
本原理に則り，母語教育，母国の文化
の教育を重視すること。
視点②教材に盛り込んだ課題（平等と差異の
統合）に対して，学習者が行う意思決
定場面を設けること。
３。シミュレーション教材で開発する視点
シミュレーション教材には，シミュレーション
の枠組みを用いない一般的な学習方法論と比べ，
社会的諸事象の関連・構造が簡潔化，モデル化さ
れているため，社会的事象の関連・構造を捉えや
すい。また，学習者かおる役割をもった人間や組
織の立場に立って模擬的に体験や行動をしていく
ため，人間の行為と社会的事象との関わりが理解
しやすい。という有効性かおる2)。
そこで，共生社会の創造を学ぶには，深刻な対
立がっきまとうジレンマ構造を有していることを
理解し体験でき，さらに他者の考え方や習慣など
を共感的，実感的に理解することが可能なシミュ
レーション教材を開発する必要がある。
４。多文化共生のシミュレーション教材開発の視
点
多文化共生のシミュレーション教材開発の視点
として，多文化共生のシミュレーション教材の先
行研究（（1）「モノからヒトの国際化 一外国人労
働者問題を考える」3）（2）「日系ブラジル人から
考える外国人労働問題」4）（3）「ひょうたん島問
題」5） を批判的 に検討 した。その結果, (1) は１
つ の視点からしか問題をとらえていない。（2）は
多文化社会における社会問題のジレ ンマ構造が配
慮されていない。（3）は現実社会とかけ離 れた物
語的な場面構成になっていることと，教材が中学
生にとって難解（抽象的）である。という問題を
見出した。そのことを踏まえて，次の４つの視点
を設定する。
視点①現実社会から教材を開発し，社会構造
をモデル化すること。
視点②現実の問題を題材にして，その解決策
を模索する学習過程を組むこと。
視点③中学生が教材に興味・関心を持ち，主
体的に学習参加ができ，社会構造や問
題が理解できる内容構成にすること。
視点④１つの視点からだけでなく，いくつか
の視点を関連付ける教材にすること。
Ⅲ。 多文化共生 に関する シミュレーション教材
「希望が丘団地」の開発と構成
１．地域の共生問題に関する教材内容とシミュレー
ション教材「希望が丘団地」の開発
多文化共生のシミュレーション教材開発の視 曵
①より， シミュレーション教材 厂希望が丘団地」
は，愛知県豊田市の北西部 に位置する保見団地を
モチーフとし，規模は，保見団地とほぼ同じレベ
ルで設定を行っている。現実の地域社会の保見団
地は，下の表１のように，団地住民（日本人，オー
ルドカマー， ニューカマー），経営主体（公団，
県営），住宅（分譲，賃貸），立地条件，規範（慣
習や法）， 歴史などさまざ まな構成要素を含んで
いるが，仮想社会の 厂希望 が丘団地」では， これ
らの諸要素のうち，団地住民（日本人， ニューカ
マーである日系ブラジル人），経営主体（公団），
住宅（賃貸）というように限定し，簡素化してい
る。
表１　保見団地と希望が丘団地の構成要素の比較
現実社会
(保見団地)
仮想社会
(希望が丘団地)
団地
住民
日本人､ オールドカ
マー､ニュう マー
日本人、日系ブラジ
ル人とその家族
経営 公団、県営 公団
住宅 分譲住宅､賃貸住宅 賃貸住宅
次に，保見団地における定住外国人の問題の構
造を 匚市内産業及び地域社会における国際化親展
影響調査」6）より見ると，以下のとおりである。
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○業務請負会社
・団地に入居する前に指導を行わなかった
・生活面のマナーの指導を怠けていた
○公団住宅問題
・公団が企業や業務請負業と法人契約をした
・ブラジル人 の集住地が形成された
○行政の問題
・様々な問題にすぐ取り組まない
・業務請負業者に対して管理責任を徹底して
指導してこなかった
○自治会の問題
・ブラジル大にとって自治区の機能と意味が
明確でない
○保見団地の問題
・ごみ捨て場と駐車場数が少なすぎる
・大規模の団地で はごみ収集の回数が少なす
ぎる
○ブラジル人 の問題
・地域社会ルールの違反－ごみの分別をしな
い，粗大ごみの指定日を守らない
・夜間や休日前などのパ ーティなどによる騒
音
・ブラジル人住居者が地域や自治区に参加し
ない
・犯罪の発生と青少年の非行一地域の不安と
治安の悪化
・日本語が上達しない
○共通の問題
・生活 リズムから情報が大 らない構造になっ
ている
・日本人 とブラジル大の交流のなさ
・コミュニケーションのパイプがない
○報道の問題
・1999年 の「事件」によって問題を大きく取
り上げ，特別扱いされた
・全国的にイメージを低下させた
そこで，これらを踏まえて，多文化共生のシミュ
レーション教材開発の視点 ④より，下の表 ２のよ
うに定住外国人問題を想定している。
表２　保見団地と希望が丘団地の問題要素の比較
現実社会（保見団地） 仮想社会( 希望
が丘団地)
問
題
ごみ問題、騒音問題、
違法駐車・放置車両
問題、自治会活動へ
の不参加、教育問題
（日本語と母語、進
路）、治安問題（犯罪
の発生と青少年の非
行）、雇用に伴 う問
題、無保険問題、集
住問題など
騒音問題、ごみ
問題、自治会活
動への不参加、
教育問題（日本
語 と母語 、進
路）、集住問題
２。 シミュレーション教材「希望が丘団地」の構
成
匚希望が丘団地」では， ホスト社会のなかでゲ
スト・グループである日系ブラ ジル人が引き起こ
す社会問題（文化的摩擦や社会的緊張）が段階的
に深刻化・高度化していく５つのステップを設定
し，その問題を生徒に直面させるようにしている。
具体的には，マナー・習慣などの文化摩擦を扱っ
たステップ１， ２の異文化理解からステップ ３～
５の多文化理解（美化活動（自治会活動）・勤労・
家族，教育・学校，居住・経済負担など，民族・
文化集団の相互作用によって問題が深刻化する局
面を設けている）へ至る過程を設定している。
ステップ１からステップ４までは，ロベルトさ
ん一家が希望が丘団地 にやってきたことから起こ
る文化摩擦を共生という視点で解決策を考察して
いくものである。
ステップ エは，日系ブラジル人が団地内でくつ
ろぐ時，ブラジルでの習慣（バーベキューをして
騷ぐ，いかなる時間でも音楽を大きな音で楽しむ，
広場で男が集まって酒を飲み騷ぐなど）を団地に
持ち込んだことから起こる問題を設定し，ロール
プレイを通して異文化理解（生活習慣の違いやマ
ナフ） と問題解決の方法を探るものである。
ステップ２は，ごみに関する考え方の違いや日
本語（漢字）がわからないこと， ごみの分別の習
慣の有無などが原因で生じているごみ問題を設定
し，ロールプレイを通して異文化理解（生活習慣
の違いやマナー）と問題解決の方法を探るもので
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ある。
ステップ ３は，ステップ２を深化させ，環境美
化の日に，日系ブラジル人が美化活動に参加しな
い（ごみ拾いや草取りに対する考え方の違い，家
族への行動の違い， システムの不理解） ことで，
差別視され，排除される傾向にある日系ブ ラジル
人を問題 として設定し，ロールプレイをして話し
合うことで，文化の相互作用としての対立を体験
的に理解するもので， ここでは美化活動・勤労・
家族・コミュニティについての考え方による文化
対立を体験し，問題解決の方法を探るものである。
ステップ４は，日本語が理解できない，いじめ
にあうなどで，不登校になった日系ブラジル人子
女が増加するとともに，彼（彼女）らが非行には
しる問題や子女が母語を忘れてしまい，両親との
間でコミュニケーションがとれないという問題を，
ロールプレイによるランキングを行い，一定の政
策決定の困難さを認識するもので，ここでは教育・
学校による文化対立を体験し，問題解決の方法を
探るものである。
一方， ステップ ５は，定住化傾向にある日系ブ
ラジル人 が，その地区の住みよさ（日系ブラジル
人が集住していることで言葉の心配をしなくても
よい， 施設 の充実など），治安 のよさや仕事があ
ることなどから，家族を呼び寄せたり，ネットワー
ク情報をもとに集まるなど，より大きな集住地区
になりつつある。　しかし， このことによって自治
会活動が危機に瀕するという問題が起きている。
そこで地域社会として，地域文化を保持する立場，
外国人街を作り共存する立場，さらに日本人と日
系ブラジル人が共生する（①人権の立場から集住
を認める立場，②共に住みっつも入居制限をする
立場） の４つの立場から集住問題を考察し，多文
化共生の有意性，重要性を認識させる構成 にして
いる。
-
表３　「希望が丘団地」の枠組み（内容構成）
異文 化
理解
多文化主
義聯 賜
ステ ッ
プ１
生活 習慣が
違 う？
マナ
－ ●
習慣
意志伝
達
ステッ
プ２
ご みの始末
の仕方 がわ
からない
マナ
－ ●
習慣
ステッ
プ ３
環境美 化の
日なんて
勤労
家族
｢民族 と
文化｣
｢個人 と
集団｣
｢普遍 と
差異｣
の葛藤
ステッ
プ４
どうす れば
いい のか日
本の教育
教育
学校
ステッ
プ ５
希望が丘団
地で共生は
可能か？
居住
共生
３。シミュレーション教材の構成原理
多文化社会における社会問題は，多文化主義の
みでは問題解決に限界があるため，学習者は錯綜
した人種・民族問題を正しく理解し，問題解決に
向け公正な判断を下す能力を培うことが必要になっ
てくる。そのために，社会的事象の関連・構造を
捉えることができ，同時に，人間の行為と社会的
事象との関わりが理解しやすい教材が必要不可欠
である。 ここでいう錯綜した人種・民族問題の構
造 とは， フ ランス の社 会学者Ｐ=Ａ・ タギェ フ
『偏見の力』1987年の考え方である。
個人一普遍主義　　　 伝統一共同体主義
人種主義Ｉ　　　人種主義Ｈニ ブ ニ
人種主義Ｉ：同化（疎外）　　　 告発　　 →
人胆 釧 ：隨 誚 ）
反人種主義Ｉ：個人間の権利の平等　 無関心　 ぴ 込
反人種幸義Ｈ：共同体のアイデンティティへの権利
図１　人種主義と反人種主義7)
このＰ=Ａ・タギェフの考えをわかりやすくし
たのが，下の表４共生をめぐる対立と和合の類
型8)である。
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表４　共生をめぐる対立と和合の類型
人種主義・自民族中心主義
普
遍
志
向
個
人
主
義
平
等
志
向
[Ｉ]人種主義Ｉ
自民 族 中 心 の 普
遍主義で、マジョ
リティへ、同化を
要求する。
[Ｈ]人種主義Ｈ
マジョリティとマ
イノリティの異質
性 を 強調 し 、 排
除・隔離の論理に
たち、マジョリテ
ィへの同化を拒否
する。
差
異
志
向
共
同
体
重
視
伝
統
回
帰
［ｍ］反人種主義亅
差 異を 超 え た 人
類 の普 遍 性 （ 平
等、人権）を志向
し、その理念のも
と に差 異 を 解 消
しようとするoｲ 固
人 間 の権利 の 平
等 を 基 本 論 理 と
する。
[IV]反人種主義ｎ
マイノリティ固有
の文化を擁護し、
｢相違への権利｣
を主張するo 個人
の権利よりも民族
や集団の権利を重
視する。
反人種主義・文化相対主義
表 ４で示した諳類型の相互作用が議論に反映さ
れなければ，学習者は錯綜した人種・民族問題を
正しく理解し，問題解決に向け公正な判断を下す
能力を培うことにはならない。そこで，それをロー
ルプレイに反映させるのが役割カードである（資
料③）。 この役割カードが，多文化共生のシミュ
レーション教材開発の視点 ③から開発したもので
ある。次頁で詳しく述べるステップ ４でみていく
と，日本の教育への同化を求める人種主義Ｉが鈴
木花子，日本の教育への同化を拒否する人種主義
ｎがロベルト，教育の機会均等 の立場の反人種主
義Ｉが平伸之，相違への権利の立場の反人種主義
Ｈが今井共子である。この関係を表にまとめたも
のが下の表 ５である。このことで，多文化社会に
おける教育問題の議論の構造と各立場の相互作用
がもたらす価値葛藤を体験できるようにしている。
-
表５　ステップ４の登場人物の主な意見
［Ｉ］人種主義Ｉ
「日本文化を尊重す
る会」の鈴木花子
①日本文化優先の学習
②ブ ラジル人学校不
可
[ｎ]人種主義Ｈ
｢日系ブラジル人会｣の口
ベルト
③ブラジル人学校への支援
[Ⅲ]反人種主義Ｉ
教育委員会の平伸之
④外国人補助教員 配
置
[Ⅳ]反人種主義H
F希望が丘を考える会｣ の
今井共子
⑤放課後の｢ 国際理解｣ 教
室設置
⑥学校 のカリキュラム改
革
４。シミュレーション教材「希望が丘団地」の展
開方法
シミュレーション教材「‾希望が丘団地」の展開
については，多文化共生 のシミュレーション教材
開発の視 点,②を取り入れている。 そこで，ステッ
プ４を例にして シミュレーション教材 匚希望が丘
団地」 の展開方法を述べる。ステップ ４の指導過
程は表６のとおりである。
表６　ステップ４の指導過程
段階 学　 習　 活　動 学習者への支援
導
入
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分
1）資料①を配布し、「ど
うすれば いい のか 日
本の教育」について説
明する
２）資料②を配布し、問
題解決 のため の ６つ
の政策 項目に ついて
説明する
資 料 ① を 配 布
し 、ゆっくりと
範読し、補足説
明する
３）６つの政策について、
自らの考えによっ て
ランキングをする
優先 順位をつけ
させ るが、同順
を認 める
４）４人１組のグル ープ
になって、役割を 決め
る
５）配布された役割 カー
ド（資料③）を読む
役割カードを配
布する（資料③）
６）同じ役割の生徒同士
が集まっ て、該 当人
物 が妥当とする ラン
キングを行う
同順を認 め、優
先順位をつけ さ
せる が、該当人
物 と妥当でない
ラン キングには
支援を行う
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展開
1
30
分
７）ロ ールプレイをしな
がらラン キングを発
表する
・自己紹介、主張とラ
ンキング
司 会 役 の 教 師
は、 ラン キン グ
が できるように
調整する（ま と
ま ら な い 場 合
は、無理に調整
しない）
８）ロールプレイを 離れ
て、全員 で理想的な
ラン キングに就いて
話し合う
展
開
2
15
分
９）３回行ったラン キン
グの結果 を比較し、
どんな変化 かお り、
そ の変化 した理 由を
考える
10）ロールプレイをして
いる ときの気持ちに
ついてもふりかえる
プ レ イ の な か
で、感情的なこ
だ わりを もった
生徒 がい たら、
フォローする
まと
め
５
分
ｎ ）発言や価値観につい
て どのよ うな考え方
が必要かまとめる
同化や排 除にと
ら われることな
く、人権 をもと
に考える視点を
発表させる
資料①（シナリオ） は， ステップ４の仮想的な
問題状況 として，ホスト社会のなかでゲスト・グ
ループである日系ブラジル人が引き起こす社会問
題（文化的摩擦や社会的緊張）のうち，日本語が
理解できない，いじめにあうなどで，不登校になっ
た日系 ブラジル人子女が増加するとともに， 彼
（彼女） らが非行にはしる問題や子女が母語を忘
れてしまい，両親との間でコミュニケーションが
とれないという問題をシナリオ化している。
資料①　 匚どうすればいいのか日本の教育」のシナリ
オ
日系ブラジル人が多く住むようになった希望が
丘団地にある学校では、日本語を理解できない子
どもが入ってくるようになりました。　日系ブラジ
ル人の親の多くは、目標の金額がたまれば本国の
ブラジルに帰るので、子どもが苦労してまで日本
語を覚え、日本での授業を受けなくてもいいと考
えています。そのため、子どもも親の考えに従い、
学校に行かず 、ぶらぶら遊んで過ごしている子が
増えています。また、たとえ一生懸命勉強して上
級学校に進学 しても、日本で就職をする際に、国
籍条項で希望する就職先に就けなかったり、雇用
者の人種・民 族差別によって就職できなかったり
しており、日本で将来の夢がもてない状況になっ
-
ています。また、幼少時に来日した日系ブ ラジル
大子女は、日本語の習得がすすむ一方母語 である
ポルトガル語を忘れてしまい、ポルトガル語しか
話せない親との間でコミュニケーションが とれな
い事態にも陥っていますo
希望が丘団地にやってきたロベルトさん一家の
長男カルロス君（中学１年）は日本語が理解でき
ないために、授業についていくこ とができず、学
校に行かずに家でごろごろする日が増えてきまし
た。隣人の加藤さんは、家でごろごろしているカ
ルロス君を快く思わず、団地内で物がなくなると、
近年増加傾向 にある外国人犯罪 と絡めてカルロス
君が盗んでい るのではない かと考え始めていま
す。また、長女のリタさん（保育園年長）は、保
育園で日本語 の習得が進む一方、母語であるポル
トガル語を忘れ始めています。このままい けば両
親とのコミュニケーションに支障がきたし、家庭
崩壊になるかもしれません。これは大変な問題で
す。
このような日系ブ ラジル人家族が抱える問題の
対応について、松衣市議会で話し合いが始 められ
ました。ロベルトさんらは、自分たちの文化（母
語を含む）を保持するためのブラジル人学校の施
設の充実、授業料の軽減のための補助を自治体と
本国に要求しようと考えています｡ 一方ＮＰｏｒ希
望が丘を考える会」の今井共子さんは、母語と日
､本語、ブラジルの文化や歴史を学ぶことができる
ように学校のカリキュラムの改善を教育委員会に
要求しようとしています。教育委員会では、ポル
トガル語が話せる大を補助教員として学校に配属
したり、教師 に研修を積ませて対応しようとして
います。また、「日本文化を尊重する会」の鈴木花
子さんは、日系ブラジル人の子女に日本語を学ば
せ、日本での生活ができるようにすることが何よ
りも大切であると主張しています。 さて、あなた
ならどの解決策を支持しますか。
資料②③は，この問題状況を解決するための話
し合いをするロールプレイ上の人物で，この問題
状況に対しての考え方が示してあり，学習者は，
プロフィール集とこの役割カードをもとに演じる
役割の立場になって解決策を考えることになる。
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資料② ６つの政策項目
登場人物 ６っのラン キング項目
「日本文化を尊重
する会」の鈴木花子
①日本文化優先 の学習
②ブラジル人学校不可
「日系ブラジル人
会」のロベルト
③ブラジル人学校への支援
教育委員会の平伸
之
④外国人補助教員配置
「希望が丘を考え
る会」の今井共子
⑤放課後の「国際理解」教室
設置
⑥学校のカリキュラム改革
資料③　役割カード（登場人物と主張内容）
日本文化を尊重す る会の鈴木花子( 日本人女哇38
歳)
今ある豊かな生活は、日本古来からの習慣や、
教育の成果だと考えており、この生活習慣や教育
方針を維持することが、将来の日本をより発展さ
せる礎になると考えてい る。
日本は戦後驚異とも思われる復興をなしとげ､ 先
進工業大国となりました。この復興を支えたのが今
の日本の教育制度です。日本国民は、日本中どこの
場所でも同一内容で高い水準の公教育を受けるこ
とができました。そして、学んだ知識や技術や礼節
等を土台に、人々を国民として一致団結させ、戦後
の復興にまい進させたと言えます｡ その意味で日本
の教育の目標は、日本国民の育成といって過言では
ありませ ん。また､ そこで行われていた学習内容は、
日本語と日本の文化そのものでしたO 近年、不況下
におけるさまざまな問題が生じており、日本の将来
は不透明です。これを打開するには、日本の教育レ
ベル( より確かな日本語と日本文化 の学習)を上げ、
優秀な日本国民の育成にあると考えます。
そのように考えると、ブラジル人学校に資金や設
備を援助することや日系ブラジル人のためにカリ
キュラムを改革し、日本人も含 めてポルトガル語や
ブラジルの文化や習慣を学ばすことは、日本国民の
育成とい う視点で疑問が残りますO また、財政負担
も大きくなり、とても賛成することはできません。
日本にきたなら､ 今までどおりの日本の教育をすべ
ての外国人に行 うことが日本の発展につながり、最
も良い方法だと考えます。
日系ブラジル人 会のロベルト （家族でやってきた
日系ブラジル人男性　45 歳）
企業で事務職についていたインテリの日系二
世。日々の努力 のかいがあって、日本語を話すこ
とができるようになった。
多くの日系ブラジル人子女は､ 来日後、短期間の
うちに日常会話としての日本語を習得していって
います。しかし、日本の授業で用いられている用語
は難解で、日常会話 としての日本語を習得しても、
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理解できないのが現状です。そのため、日本の公立
学校に編入学しても､ 授業についていくこ とができ
ず､不登校になっている子女が多くいます｡これは、
日本の公立学校の厳しいカリキュラムと、日本語に
よる授業しかなされていないからだ と考えます。
また、私たち日系ブラジル大は、本国ブラジル
では日本人としてみられていました。それゆえ自
分は日本人だとして信じてきました。しかし、日
本に来てこのことが間違っていたとすぐに気づか
されました。 日本人は私たちを外国人としてみて
います。そのために、私たちに差別的な態度で接
してきます。このことがいじめとして学校内で表
出しているのです。
このような状況は、危機的状況です。この危機
的状況から脱するには、ポルトガル語で授業を行
い、ブラジルの文化・歴史を学ぶブラジル人学校
に通うこと以外ほかにありません。しかし、今あ
るブラジル人学校の施設は不十分で、授業料も高
額で子どもを通わすことができる日系大は限られ
ています。
私たち日系大も人間です。教育を受ける権利を
有しています。子女の学力保障、教育の機会均等
を実現させるために、ブラジル人学校への教育支
教育委員会の平伸之（松衣市教育委員 会次長56
歳）
日系ブラジル大子女に、日本人同様に教育を受
ける権利を認めたが、言葉の壁による問題をどの
ように克服するかで頭を悩ませている。
日本人の子どもが、ブラジルの文化を学ぶこと
は、次の２点でとてもよいことだと考えています。
第１に、日本文化を絶対視することなく、文化を相
対的に見る視点（相手文化と日本文化を、同じ価値
のあるものとして位置付け、対等なものとみなす。
やがてこのことが、民族的偏見などを抑制する）が
養われる点｡ 第２に、身近にいる日系ブ ラジル大と
の交流を通じて、異文化理解ができ、国際化に対応
する能力 が養えるという点です。
そこで、教育委員会ではブラジル人学校の設置
について異議はないものの、日本の公立学校で、
日本人と日系ブラジル大が、共に学べる環境作り
に力を注ぎたい と考えています。そのために、公
立学校にポルトガル語ができる補助教員 （日系ブ
ラジル大もしくは日本人）を配属もしくは、巡回
指導するシステムを作ります。また、教員に対し
て異文化理解を勧める研修を受講させ、教師の意
識改革をはかり、学校、学級内での民族的偏見の
是正をすすめます。 さらに公立学校に、カリキュ
ラム外の補習教室を設けて、日系ブ ラジル人のた
めに言葉や文化を学ぶ機会を保障しようと考えて
います。
Ｎ Ｐｏ ｒ希望が丘を考える会」の今井共子（日本
人女性40 歳）
日系ブラジル人を、労働力不足を補うものとし
かとらえていない日本政府の対応に憤りを感じて
おり、人権尊重の立場で外国人労働者問題を扱う
ことを主張する。
幼少時に日本にきた日系ブラジル人は、滞在期
間が長くなるにつれて、日本語の会話能力は高ま
りますが、一方母語であるポルトガル語は、使用
する頻度が少なくなり、やがて母語が話せなくな
ります。このため母語しか話せない親との間で、
コミュニケーションがとれない とい う問題が起き
ています。また、授業で使われている用語が難し
く理解できないでいますが、その用語の意味を母
語であるポルトガル語で説明してもらえば、授業
についていくことできます。つまり、母語を使用
する授業やブラジルの文化を学ぶ授業が、カリキ
ュラムに加えられたら、または、放課後に国際理
解教室として教育活動を行っていただけるのな
ら、日系ブ ラジル人子女が抱える教育問題は解決
する方向に必ず向かうはずです。
私の主張したい点は、現在の日本の教育は日本
文化のみを尊重するもので、他の文化（日系人を
含む在 日外国人の文化、アイヌ民族の文化など）
をさげすんでいます。さげすむのではなく同等に
扱い、カリキュラムのなかに組み込み、学ぶべき
と考えています。
しかし、カリキュラムの改善に伴う諸問題（財政
上のもの、制度上のもの、生徒・教師への負担な
ど）が当然起こってくるでしょ う。また、現在問
題になっている日本人の学力低下ということか
ら、日系ブラジル人子女を優遇するよりも、日本
人にその目を向けるべきだとい う声もでてくると
思います。　しかし、今後ますます外国人が日本に
やってきて定住する傾向が予想される今、何か大
切なのか考える必要があると思います。
全体として，問題状況の把握とロールプレイに
よる価値葛藤（ ジレンマの体験），話し合いの中
での意思決定という問題に対応した学習活動と問
題解決の方法を取り入れた生徒参加型学習の授業
を構成している。（台詞 については紙面 の関係上
省いている。）
参加型学習の授業（シミュレーションやゲーム，
ロールプレイ， ディベートなど）では，自分 の意
見と比較して考えることが少なくなるため，自己
の考え方の変容がっかめなかったり，最終的な意
思決定が一方 の立場 に偏る場合が考え られる。そ
こで，事前の意思決定→ シミュレーションによる
意思決定→ふりかえり時の意思決定というように
-
３回の意思決定の場を設定（次頁　図２）し，そ
の場面ごとにおける意思決定の変化を体験するこ
とで，公正な判断を下すための意思決定のあり方
を学ぶことができるように工夫している。ここで
は，表６の指導過程の3),  6),  8) の部分が３
回の意思決定の場であり，９）の部分が公正な判
断を下すための意思決定のあり方を学ぶ場となっ
ている。
また，ロールプレイをしているときの感情をふ
りかえることで，学習者個々が相手の立場や感情
を共感し，共有できるように工夫してある。ここ
では，表６の指導過程の10）の部分がこれに該当
する。
事前の記入 表6 指導過程
はじめの意思決定、自己決定 ３）
↓
ロールプレイ、ランキング、議論 表6 指導過程
立場性の体験、価値判断
シミュレーションによる意思決定
６）
↓
ふりかえり 表６指導過程
感情の明確化、価値の明確化、
あとの意思決定
８）
９）
図２　学習過程
Ⅳ。終わりに
本論文では，日系ブラジル人（外国人労働者）
に対する偏見や恐れの克服，多面的な視野の育成
（多文化社会のジレンマ構造の認知）と共生に向
けて公正な意思決定が可能なシミュレーション教
材の開発について述べてきた。
ここで本教材の活用実験の結果を付加しておく
と，①定住外国人問題を構造9）的に理解できるか
という点については，被験者全員が「相手の考え
方が実感でき多面的なみかたができた」と答えて
いる。また，問題解決の方法を話し合いで探って
いったが，どれもすっきりとした解決策になって
おらず，被験者がジレンマ構造を体験し，理解で
きたと考える。以上のことから，定住外国人問題
を構造的に理解しやすい構成であったことが明ら
かとなった。次に，②学習者が意欲的に参加でき
たかという点では，思考レベルにおいて，説明資
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料の改善の余地かおるという課題が明らかとなっ
たが
，十分な成果が得られた。③公正な判断力の
育成という点については
，匚自分の考え方や見方
が狭くそれを改める必要を感じた」と７名中４名
が答えていることから
，一定の成果が得られ，教
材の構成内容
，授業の展開方法が有効であったこ
とが明らかになった。
そこで
，シミュレーション教材匚希望が丘団地」
の活用意義について
，次の３点を指摘できる。①
生徒の主体的な活動
・思考を促進できる点。②社
会的事象の関連
・構造を理解できるとともに，人
間の行為における理解もできる点
。③客観性のあ
る批判力が育つとともに公正な判断を下しうる能
力を養うことができる点。
今後の課題としては
，以下の３点てある。①シ
ミュレ
シーョン教材匚希望が丘団地」の構成にお
いて
，学習者の実態や思考レベルに合致した説明
資料の修正
・改良を行う。②シミュレーション教
材「希望が丘団地」を大単元「多文化共生のまち
づくり
」の一小単元に位置づけ，大単元の全体構
想の作成を行う
。③学習評価にどのように結びつ
けていくのかよいかを考える。
［注］
１）今津孝次郎「多文化共生のまちづくりに向けて基
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3）藤原孝章『外国人労働者問題をどう教えるか』明石書店, 1994年
４）高橋健「日系ブラジル人から考える外国人労働問
題
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5）藤原孝章「多文化
・共生のジレンマ　シミュレー
ション教材「ひょうたん島問題
」の作成を中心に」
帝塚山学院大学国際理解研究所「国際理解」29号
，
1998年, pp. 109-123
藤原孝章「グロ
バール教育における多文化学習の授
業方略　シミュレーション教材「ひょうたん島問題」を事例として」全国社会科教育学会『社会科研究』
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47号, 1997年, pp.41-50
6）豊田市匚市内産業及び地域社会における国際化親展影響調査」豊田市, 2001年より筆者が要約してい
る。
７）梶田孝道『統合と分裂のヨーロッパ』岩波新書
，
1993年, p.160
8）同上, p.l55-1620藤原孝章匚グローバル教育における多文化学習の授業方略」全国社会科教育学会
『社会科研究』47号, 1997年, P-42より筆者が作成
９）ここで意図する構造とは
，次の２点てある。第１
は
，日系ブラジル人の立場，考え方等についての構
造で，第２は，共生社会におけるジレンマ構造であ
る。
